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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の疼痛を治療するシステムであって：
　最大約1,500 Hzの第1周波数範囲内の周波数の第1電気信号を指示し、且つ約2,500 Hzか
ら約100,000 Hzの第2周波数範囲内の周波数の第2電気信号を発生するための指令を有する
コントローラー、及び
　前記第1の電気信号及び前記第2の電気信号の両方を同時に又は異なる時間に受信するよ
うに前記コントローラーに電気的に結合されていて、患者の脊髄領域の標的部位に近接し
て位置されるように構成された少なくとも一つの電気信号配送デバイス、
を備える、
　患者の疼痛を治療するシステム。
【請求項２】
　前記コントローラーが、前記第1電気信号及び前記第2電気信号を発生するための指令で
プログラムされたパルス発生機を含むことを特徴とする、請求項１記載のシステム。
【請求項３】
　前記指令が、ソフトウェア指令であることを特徴とする、請求項１記載のシステム。
【請求項４】
　前記少なくとも一つの電気信号配送デバイスが、経皮リードを含むことを特徴とする、
請求項１記載のシステム。
【請求項５】
　前記コントローラーが、約3,000 Hzから約10,000 Hzの範囲の周波数に第2電気信号を規
定するための指令を有することを特徴とする、請求項１記載のシステム。
【請求項６】
　前記少なくとも一つの電気信号配送デバイスが、第１の電気信号配送デバイス及び第２
の電気信号配送デバイスを含むことを特徴とする、請求項１記載のシステム。
【請求項７】
　前記コントローラーが：
　約2,500 Hzから約20,000 Hzの第1周波数、および、約2 mAから約10 mAの第1振幅におい
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て第2電気信号を規定することを特徴とする、請求項６記載のシステム。
【請求項８】
　前記コントローラーが、前記第2電気信号の振幅を、前記第1振幅から、第2振幅に下げ
ることを求める指令を有することを特徴とする、請求項７記載のシステム。
【請求項９】
　前記コントローラーが、前記第1電気信号の印加前に、前記第2電気信号を印加すること
を求める指令を有することを特徴とする、請求項１記載のシステム。
【請求項１０】
　前記コントローラーが、前記第1電気信号の印加後に、前記第2電気信号を印加すること
を求める指令を有することを特徴とする、請求項１記載のシステム。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの配送デバイスが、埋設可能基板によって担持されることを特徴と
する、請求項６記載のシステム。
【請求項１２】
　前記コントローラーが、非変調で連続的な第2電気信号を発生するための指令を有する
ことを特徴とする、請求項１記載のシステム。
【請求項１３】
　前記コントローラーが、二相性、電荷平衡型、且つ方形波の第２電気信号を発生するた
めの指令を含む請求項１記載のシステム。
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